
活動状況報告

令和７年１１月

第７回チーム新・湯治全国大会

環境省 温泉地保護利用推進室



✓ 温泉地を中心とした自治体、団体、企業等による
多様なネットワークづくりを目指した取組

✓ 本ネットワークを通じて、温泉地において多種多様な
連携が生まれ、これまでになかった新しい取組が展開
されることが期待

✓ 令和７年1１月現在４６９のチーム員

チーム 新・湯治とは

チーム新・湯治とは

チーム新・湯治 に入ると

✓ 参加費は無料

✓ 環境省ホームページ、メルマガ配信（月1回）、
全国温泉地サミット及びセミナー等、様々なチャン
ネルを通じて情報共有を行い、チーム員間での意
見交換の場を設定

✓ モデル事業による取組支援の対象に
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※第8回全国温泉地サミット・第6回チーム新・湯治全国大会にて



チーム新・湯治
全国大会
・セミナー

新・湯治
モデル
調査

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

第20回
セミナー
（7月29日）

全国大会
（11月7日）

第21回
セミナー

（1～2月予定）

第22回
セミナー

（2~3月予定）

R7年度
公募

（新規公募）

コンテンツ
モデル

協同
モデル

審査

R8年度
公募

（新規公募）

審査

調査実施
（採択済2件）

とりまとめ

主な活動

調査実施
（採択済３件）

とりまとめ

※メールマガジンは月1回程度発行、ニュースレターは、年度内に４回発行予定

令和７年度 チーム新・湯治の活動
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R7年度調査
と並行して



「チーム新・湯治」コンテンツモデル調査

 チーム員同士及び地域の関係者との連携や交流から、温泉
地活性化のための新たなコンテンツを創出することを目的に、
温泉地を活用したコンテンツ（ツアー、プログラム）をモデル調
査として実施。その効果及び有用性等のコンテンツの実現可
能性を検証。

 外部有識者の意見も踏まえて、令和元年度から令和７年度
まで合計17件を採択。

 モデル調査の成果は、ニュースレターやセミナーで発信。
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＜実施例＞

年度 テーマ 申請者（チーム員） 実証温泉地

令和
２年
度

温泉地×転地療法×地域食
材

関金温泉振興組合
関金温泉
（鳥取県）

温泉地×ワ―ケーション×
リフレッシュチャージ

松之山温泉合同会社
まんま

松之山温泉
（新潟県）

令和
３年
度

温泉地×ワ―ケーション×
人と自然の共生

NPO法人 土湯温泉
観光協会

土湯温泉
（福島県）

温泉地×東洋医学 (中医
学)×美肌

株式会社温泉ビュー
ティー研究所

法師温泉
（群馬県）

温泉地×学生×居場所づく
り

鳴子ワカモノ湯治
東鳴子温泉
（宮城県）

令和
４年
度

温泉地×学知 温泉知研究会
湯野温泉
（山口県）

温泉地×日本遺産×外国人 三朝町観光交流課
三朝温泉
（鳥取県）

令和
５年
度

温泉地×テロワール×リフ
レッシュ

株式会社千歳館
松之山温泉
（新潟県）

温泉地×テントサウナ 温泉知研究会
湯野温泉
（山口県）

令和
６年
度

温泉地×外国人×公衆浴場
の入り方

三朝町
三朝温泉
（鳥取県）

温泉地×セルフリトリート オフィス龍球の風
鎌倉温泉
（宮城県）

温泉地×企業版「ウェルネ
スツーリズム」

株式会社 めぐみ
皆生温泉
（鳥取県）

令和
７年
度

温泉地×公共交通×大学生
東鳴子温泉ひとにや
さしい温泉地プロ

ジェクト

東鳴子温泉
（宮城県）

温泉地×大学生メンタルヘ
ルス支援

一般社団法人
マイノリティ研究所

箱根温泉
（神奈川県）



「新・湯治」の効果に関する協同モデル調査

 「新・湯治」の効果を把握するため、温泉地が大学や医療機
関などの専門機関と連携し、協同モデル調査を実施。

 外部有識者の意見も踏まえて、令和２年度から令和７年度
まで合計20件を採択。

 温泉地が専門機関と連携することで「新・湯治」の効果を検
証しつつ、多種多様な連携が生まれることで、さらに新しい取
組が展開されることに期待。
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＜実施例＞

年度 テーマ 実施主体 実施温泉地

令和
５年度

ワーケーション滞在期間別
の湯治効果の違いについて
の実証実験

湯治ぐらし 鉄輪温泉
（大分県別府市）

「コミュ力・モチベーショ
ン強化」に資する、交流・
共創型ワ－ケーション

一般社団法人 日
本健康開発財団

大仁温泉・修善寺温泉
（静岡県伊豆市）
伊豆長岡温泉

 (静岡県伊豆の国市)

健康増進に資する日帰り温
泉施設を起点とする「温泉
療養」×「ワーケーショ
ン」

有限会社 サンエ
スメンテナンス

別府温泉郷
（大分県別府市）

令和
６年度

「単発」と「リピート」の
湯治ワーケーション効果の
違いに関する実証実験

湯治ぐらし 鉄輪温泉
（大分県別府市）

地域との交流を主軸とした
新・湯治プログラム体験に
よる健康増進調査

菊池市 菊池温泉
（熊本県菊池市）

里山の一軒宿における自然
散策とハーブ療法を組み合
わせた湯治効果の検証

オフィス龍球の風 鎌倉温泉
（宮城県蔵王町）

令和
７年度

滞在日数別・プログラム別
による湯治効果のソート分
析×滞在施設における長期
＆定点マス調査

湯治ぐらし 鉄輪温泉
（大分県別府市）

温泉 ×産後ケア 株式会社ママクオ
リア

田沢温泉
（長野県）

Awe（畏敬の念）体験を活
かした新・湯治の可能性

株式会社みらいハ
ウスワークス

秋保温泉
（宮城県仙台市）



令和８年２月頃にセミナーを開催予定です。
そこで下記のような次年度の支援策（補助金等）
についてもご紹介し、以下のHPに掲載します。
https://www.env.go.jp/nature/onsen/spa/spa_utilizing.html

＜令和６年度開催の概要＞

令和８年度政府予算（案）等のうち
温泉地で活用できる補助金を幅広く
ピックアップ．

温泉熱の有効活用に活用可能な補助
事業についてとりまとめたもの．

＜主な支援内容＞
・温泉熱の有効活用のための計画策定
・温泉熱の有効活用のための設備導入支援（設備改修含む）

＜主な支援内容＞※上記に加え、エネ特、旅客税関係を掲載．
・既存建築物における省CO2改修
・国立公園等の自然を活用した滞在型観光コンテンツ創出
・観光地・観光産業再生のための人材育成・確保 等

温泉熱の有効活用促進セミナー
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温泉熱有効活用に向けたコンシェルジュ事業
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募集概要 詳細

目的
地域固有の熱源として高いポテンシャルを持つ温泉熱の熱利用につ
いての理解や検討の進め方を浸透させ、温泉熱の有効活用の全国的
な普及展開を推進する

実施概要
支援希望団体における現状の検討内容・課題等に応じた支援を実施
する。具体的には、専門家派遣、勉強会/ワークショップ開催支援等

対象者
地域における地域主体の（もしくは地域と連携した）温泉熱利用を
目指す団体

受付期間 令和７年５月７日（水）から令和７年12月22日（月）

支援方針についての打合せ 支援実施① 支援実施②

・応募に至った経緯、検討状況の確認
・課題や要望、目的の整理
・希望支援内容の確認と提案
・開催方法、規模の調整

・各団体の課題や要望に応じて、専門
家派遣、又は勉強会やワークショップ
の開催支援を実施

・２回目の支援が必要な団体に対して、
専門家派遣や勉強会、ワークショップ
開催支援を実施

■コンシェルジュ事業の流れ

■コンシェルジュ事業の募集概要

公募案内チラシ

■令和６年度までのコンシェルジュ事業による支援団体

北海道登別市、北海道知内町、山形県遊佐町、福島県三島町、(一社)那須塩原市観光局、西多摩衛生組合、石川県、石川県野々

市市、奈良県十津川村、兵庫県新温泉町、スズカ電工(株)、小国山川温泉組合、熊本県阿蘇市



自分たちの世代が温泉を楽しむためにはどうしたらよいか？
事前アンケート



Q1：若者世代から見た温泉（地）の魅力はどういったものがありますか。

ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）



Q２：若者世代が温泉に魅力を感じない要因は何だと考えますか。

ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）



Q３：若者世代が旅行先などで温泉地を選択する決め手は何だと考えますか。

ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）



Q４：若者世代が温泉を楽しむために、自分たちが取り組めることは何だと思いますか。

ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）



参考資料



温泉地の活性化に向けた取組
～  の推進～



温泉地の役割を見直し、「新・湯治」を提案

• 温泉入浴に加えて、周辺の自然、歴史・文化、食などを活かした多様なプログラムを楽し
み、地域の人や他の訪問者とふれあい、心身ともに元気になること

• 年代、国籍を問わず楽しめる
• 長期滞在を行うことが効果的

とは

ストレス社会、高齢化社会であり、ワークライフバランスが求められる現代において、
社会全体として、リフレッシュや健康長寿のための場づくり、仕組みづくりが重要

官民一体となって地方創生、観光立国（インバウンド対策）を推進

国民共有の資源であり、温泉地の核となり、将来世代へ引き継ぐもの
日本は温泉や温泉地が持つチカラを十分に活用していないのではないか

温泉地・・・

エビデンスも重視！

自然等の地域資源を活かした温泉地の活性化に向けた提言
～「新・湯治-ONSEN stay」の推進～

古くからの温泉地に長期滞在し、
入浴して病気を治療する「湯治」

団体旅行としての温泉地の発展
療養や保養の場としての衰退
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•温泉地全体の療養効果等を科
学的に把握し、その結果の情
報発信

•統一フォーマットの提示によ
り、全国的なデータの蓄積、
評価、公開

•ストレス社会、健康長寿社会
においての重要性を踏まえた
準備

「新・湯治」の効果の把握
と普及、全国展開

楽しく、元気になるプログラムの提供

•外湯めぐりの充実といった「にぎわいの創出」
•周辺の自然環境等の地域資源を一体的に評価し、
持続的な利用（温泉熱利用、モニタリング）

•温泉地を拠点とした広域周遊、国立公園満喫プ
ロジェクトとの連携

･･･「新・湯治」を提供する場としての新しい温泉地のあり方、
環境省や関係機関に求めることをまとめたもの新・湯治推進プラン

推進体制
の構築等

•地域会社設立や観光組織（DMO
等）の活用による体制づくり、財
源確保

•地域外の民間企業等との連携
•関係省庁の連携

•泉質、地域資源を活かしたプログラムの提供
•多様な温泉地間の連携による情報発信等
•年代、国籍を問わず、長期滞在しやすい宿泊
プランづくり

温泉地の環境づくり

国民保養温泉地が
中核的・先進的な役割

「新・湯治推進プラン」の内容
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「新・湯治」の推進に向けた環境省の取組

１ 「チーム新・湯治」
の活動を展開します。

「新・湯治」の考えを共有する地域、自治体、団体等を
「チーム新・湯治」として緩やかにネットワークでつなぎ、
互いに情報・意見交換するとともに、温泉地と企業等の
マッチングを促進します。

２ 全国「新・湯治」効
果測定調査プロジェク
トを実施します。

温泉地で過ごすことのリフレッシュ効果等を把握する調査
を全国で実施し、結果を温泉地のPR等に活用します。

３ 温泉熱の有効活用を
進めます。

温泉熱の有効活用は、温暖化対策や地域経済の安定に重要
ですが、活用が進んでいるとは言えません。ガイドライン
などのツールを作成して普及を図るとともに、補助事業の
効果的な運用を行います。

４ 国民保養温泉地の活
用方法を検討します。

国民保養温泉地は、国民の保養・休養の場として環境省が
指定している温泉地であり、「新・湯治推進プラン」の中
核的な役割を担うことが求められます。国民保養温泉地の
社会的な意義を改めて見直し、その向上に努めます。

５ インバウンド対策を
推進します。

外国人旅行者のニーズが多様化する中で、温泉地への旅行
者も増加傾向にあります。「チーム新・湯治」において、
インバウンドをテーマとしたセミナーを開催するなどによ
り情報提供などを行います。

「新・湯治推進プラン」実現に向けた環境省ロードマップ
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